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ブ
リ
タ
ニ
ー
・
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
死
に
際
し
て

│
尊
厳
死
問
題
を
考
え
る
│

蓮
　
見
　
高
　
円

　
亡
く
な
ら
れ
た
ブ
リ
タ
ニ
ー
・
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

《
始
め
に
》

　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
で
、
ブ
リ
タ
ニ
ー
・
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
と
言
う
女
性
が
、
二
十
九
歳
で
「
尊

厳
死
」
し
ま
し
た
。

　
彼
女
は
、
尊
厳
死
を
す
る
為
に
、
尊
厳
死
が
合
法
で
あ
る
オ
レ
ゴ
ン
州
に
移
住
す
る
し
か
な
か
っ
た
為
、
尊
厳
死
法
を
広
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
尊
厳
死
支
援
団
体
「
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
チ
ョ
イ
ス
」
に
参
加
し
、
尊
厳
死
の
合
法
化
拡
大
を
求
め
る
活
動
の
一

環
と
し
て
、「
十
一
月
一
日
に
尊
厳
死
を
す
る
」
と
予
告
し
た
動
画
をY

ouT
ube

で
公
開
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
関
し
、
ア
メ
リ
カ
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
で
様
々
な
議
論
が
起
き
ま
し
た
。
日
本
で
も
、
ヤ
フ
ー
の
「
意
識
調
査
」
で
、

「
日
本
で
も
尊
厳
死
を
認
め
る
べ
き
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
回
答
者
十
三
万
九
七
二
六
票
中
、
実
に
八
四
％
が
「
認
め
る
べ
き
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
な
ど
で
も
、「
個
人
の
意
思
を
尊
重
す
べ
き
」
と
い
う
論
調
の
コ
メ
ン
ト
が
多
数
み
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、「
い
の
ち
を
故
意
に
消
滅
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
私
た
ち
仏
教
の
僧
侶
は
ど
う
考
え
、
ど
う
対
処
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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ま
た
日
本
で
も
、
尊
厳
死
を
合
法
化
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

《
論
点
の
絞
り
込
み
》

　
日
本
で
尊
厳
死
・
安
楽
死
と
言
え
ば
、
過
剰
な
延
命
措
置
に
よ
り
「
死
ね
な
い
」
状
況
に
あ
る
患
者
に
対
し
、
過
剰
な
延
命
措
置
を
拒

否
す
る
こ
と
で
、
自
然
の
経
過
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
尊
厳
死
」
や
「
安
楽
死
」
と
言
っ
た
時
に
、
論
者
に
よ
っ
て
想
定
す
る
意
味
や
内
容
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
苦
し
む
患
者
を
見
か
ね
て
、
死
期
を
早
め
る
と
承
知
の
上
で
鎮
痛
剤
を
打
つ
、
あ
る
い
は
も
っ
と
積
極
的
に
致
死

薬
を
投
与
す
る
場
合
も
安
楽
死
と
呼
ば
れ
ま
す
。
古
く
は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が
行
っ
た
、
精
神
病
患
者
な
ど
を
国
家
の
足
手
纏
い
と
な
る

無
価
値
の
生
命
と
し
て
七
万
人
以
上
を
虐
殺
し
た
Ｔ
４
作
戦
も
安
楽
死
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
極
端
な
例
で
は
、
健
康
な
若
者
が
自
殺
す

る
の
を
幇
助
す
る
こ
と
ま
で
安
楽
死
と
呼
ぶ
人
が
居
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
分
類
す
る
多
数
の
視
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
次
の
二
軸
で
三
段
ず
つ
に
分
け
れ
ば
、
九
種
類
に
分
類
で
き
ま
す
。

　
死
を
選
択
す
る
の
が
、
①
自
発
的
（
本
人
の
意
志
）、
②
非
自
発
的
（
他
者
に
よ
る
本
人
の
意
思
の
推
測
）、
③
本
人
の
意
思
を
無
視
し

た
他
者
に
よ
る
強
制
。

　
死
に
至
ら
し
め
る
行
為
が
、（
ⅰ
）
積
極
的
、（
ⅱ
）
消
極
的
（
不
作
為
に
よ
っ
て
死
に
至
ら
し
め
る
）、（
ⅲ
）
間
接
的
（
別
の
意
図
を

持
っ
た
行
為
が
結
果
的
に
死
に
至
ら
し
め
る
）。

①
（
ⅰ
）
自
発
的
積
極
的
↓
本
人
の
意
志
に
よ
る
致
死
薬
の
投
与
な
ど
（
安
楽
死
）

①
（
ⅱ
）
自
発
的
消
極
的
↓
本
人
の
意
志
に
よ
る
延
命
措
置
の
不
開
始
ま
た
は
中
断
に
よ
る
安
楽
死
（
尊
厳
死
）

①
（
ⅲ
）
自
発
的
間
接
的
↓
本
人
の
意
志
に
よ
る
緩
和
治
療
の
結
果
と
し
て
の
寿
命
短
縮
（
緩
和
ケ
ア
な
ど
）

②
（
ⅰ
）
非
自
発
的
積
極
的
↓
本
人
の
意
思
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
致
死
薬
の
投
与
な
ど
（
慈
悲
殺
）
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②
（
ⅱ
）
非
自
発
的
消
極
的
↓
本
人
の
意
思
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
延
命
治
療
の
停
止
（
脳
死
な
ど
）

②
（
ⅲ
）
非
自
発
的
間
接
的
↓
本
人
の
意
思
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
緩
和
ケ
ア
（
セ
デ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

③
（
ⅰ
）
強
制
的
積
極
的
↓
Ｔ
４
作
戦
、
優
生
思
想
な
ど

③
（
ⅱ
）
強
制
的
消
極
的
↓
治
療
の
放
棄
な
ど

③
（
ⅲ
）
強
制
的
間
接
的
↓
鎮
痛
剤
の
強
制
投
与
な
ど

　
他
に
も
、
死
に
至
ら
し
め
る
手
段
を
、
本
人
が
行
う
場
合
、
他
者
の
補
助
に
よ
り
本
人
が
行
う
場
合
、
他
者
が
行
う
場
合
な
ど
で
分
類

す
る
事
も
で
き
ま
す
。

　
あ
る
い
は
、
安
楽
死
を
選
択
す
る
動
機
が
、
肉
体
的
苦
痛
に
よ
る
場
合
、
精
神
的
苦
痛
に
よ
る
場
合
、
介
護
者
の
負
担
の
軽
減
な
ど
を

目
的
と
す
る
場
合
な
ど
で
分
類
す
る
事
も
出
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
尊
厳
死
・
安
楽
死
問
題
は
、
そ
の
時
々
や
場
合
に
応
じ
て
、
様
々
な
意
味
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
の
問
題
と

言
う
よ
り
も
、「
問
題
群
」
と
し
て
扱
う
方
が
適
当
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
発
表
で
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
る
為
、
問
題
を
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
場
合
に
絞
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
場
合
》

　
彼
女
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
に
脳
腫
瘍
と
診
断
さ
れ
、
開
頭
手
術
を
受
け
た
も
の
の
病
状
は
悪
化
、
同
年
四
月
に
余
命
半
年
と
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
当
初
、
ホ
ス
ピ
ス
で
緩
和
治
療
を
試
み
ま
し
た
が
、「
苦
痛
を
緩
和
さ
せ
る
治
療
で
あ
っ
て
も
モ
ル
ヒ
ネ
が
効
か

な
い
痛
み
も
あ
る
し
、
何
よ
り
脳
腫
瘍
の
影
響
で
私
が
様
々
な
人
格
に
変
化
し
て
言
語
、
認
知
、
運
動
機
能
障
害
に
苦
し
む
可
能
性
が
あ

る
か
ら
」
と
の
理
由
で
、
治
療
を
断
念
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
余
命
六
カ
月
未
満
で
責
任
能
力
が
あ
る
成
人
の
末
期
患
者
が
医
師
の
処
方

で
薬
を
自
己
投
与
し
て
自
殺
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
オ
レ
ゴ
ン
州
に
移
住
し
ま
し
た
。
そ
の
後
彼
女
は
、
予
告
通
り
平
成
二
十
六
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年
十
一
月
一
日
に
医
師
が
処
方
し
た
致
死
量
を
超
え
る
鎮
痛
剤
を
自
ら
服
用
し
、
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
上
よ
り
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
、
自
ら
の
自
発
的
な
意
志
で
、
医
師
の
補
助
を
受
け
て
自
ら
の
手
に
よ
り
、
積
極
的
に
寿
命
を
縮
め

て
、
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。
よ
っ
て
本
発
表
で
は
「
自
発
的
か
つ
積
極
的
か
つ
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
行
う
場
合
」
に
問

題
を
絞
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
彼
女
の
行
為
は
尊
厳
死
な
の
か
》

　
そ
も
そ
も
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
行
為
は
、
尊
厳
死
な
の
で
し
ょ
う
か
？
新
聞
な
ど
で
は
、「
尊
厳
死
」
と
表
記
す
る
記
事
が
多
数
あ

り
ま
し
た
が
、
日
本
尊
厳
死
協
会
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
日
本
尊
厳
死
協
会
は
、
尊
厳
死
を
「
不
治
か
つ
末
期
の
病
態
に
な
っ
た
と
き
、
自
分
の
意
思
で
延
命
措
置
を
中
止
し
、
人
間
と
し

て
の
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
迎
え
る
死
」
と
定
義
し
て
い
る
。
尊
厳
死
は
自
然
死
と
同
義
語
で
、
協
会
の
立
場
か
ら
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん

の
ケ
ー
ス
は
明
ら
か
に
尊
厳
死
で
は
な
い
。 

http://w
w
w
.songenshi-kyokai.com

/m
essages/topics/210.htm

l

Ｑ
．【
尊
厳
死
と
安
楽
死
】
尊
厳
死
と
は
安
楽
死
と
ど
う
違
う
の
で
す
か
。

Ａ 

．
尊
厳
死
は
、
延
命
措
置
を
断
わ
っ
て
自
然
死
を
迎
え
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
安
楽
死
は
、
医
師
な
ど
第
三
者
が
薬
物
な

ど
を
使
っ
て
患
者
の
死
期
を
積
極
的
に
早
め
る
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
も
「
不
治
で
末
期
」「
本
人
の
意
思
に
よ
る
」
と
い
う
共
通

項
は
あ
り
ま
す
が
、「
命
を
積
極
的
に
断
つ
行
為
」
の
有
無
が
決
定
的
に
違
い
ま
す
。
協
会
は
安
楽
死
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。 

　 

　
わ
が
国
で
は
、
い
わ
ゆ
る
安
楽
死
は
犯
罪
（
違
法
行
為
）
で
す
。
た
だ
一
定
の
要
件
を
備
え
れ
ば
違
法
性
を
阻
却
で
き
る
と
い

う
司
法
判
断
は
出
て
い
ま
す
。
山
内
事
件
の
名
古
屋
高
裁
判
決
（
一
九
六
二
年
）
の
安
楽
死
六
要
件
や
東
海
大
付
属
病
院
事
件
の

横
浜
地
裁
判
決
（
一
九
九
五
年
）
の
四
要
件
で
す
。
し
か
し
、
日
本
社
会
に
は
安
楽
死
を
認
め
る
素
地
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
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し
ょ
う
。 

http://w
w
w
.songenshi-kyokai.com

/question_and_answ
er.htm

l
　
こ
の
様
に
日
本
尊
厳
死
協
会
で
は
、
尊
厳
死
と
安
楽
死
を
、
積
極
的
か
消
極
的
か
で
分
類
し
、
消
極
的
な
安
楽
死
の
み
を
「
尊
厳
死
」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
場
合
、
積
極
的
に
致
死
量
の
鎮
痛
剤
を
服
用
し
て
い
る
た
め
、
日
本
の
定
義
で
は
、
尊
厳
死

で
は
な
く
、
安
楽
死
で
あ
る
事
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
発
表
で
は
以
後
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
行
為
を
、
安
楽
死
と
表
記
し
ま
す
。

《
ロ
ー
マ
法
王
庁
の
反
応
》

　
次
に
、
議
論
が
活
発
に
な
っ
た
原
因
の
一
つ
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
（
バ
チ
カ
ン
）
の
反
応
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
バ
チ
カ
ン
『
生
命
ア
カ
デ
ミ
ー
』
会
長
が
〝
尊
厳
死
〞
批
判

　
末
期
が
ん
で
余
命
半
年
を
告
げ
ら
れ
た
米
国
人
女
性
ブ
リ
タ
ニ
ー
・
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
（
二
九
）
が
十
一
月
一
日
に
予
告
通
り
安

楽
死
を
選
ん
だ
問
題
で
、
バ
チ
カ
ン
（
ロ
ー
マ
教
皇
庁
）『
生
命
ア
カ
デ
ミ
ー
』
の
カ
ラ
ス
コ
・
デ
・
パ
ウ
ラ
会
長
は
四
日
、「
人
を

裁
く
の
で
は
な
い
が
、
行
為
は
批
判
さ
れ
る
べ
き
だ
」「
尊
厳
と
は
、
自
ら
人
生
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
と
は
違
う
」
と
し
て
、
メ
イ

ナ
ー
ド
さ
ん
の
選
択
を
批
判
し
た
。『
生
命
ア
カ
デ
ミ
ー
』
は
、
バ
チ
カ
ン
で
生
命
倫
理
問
題
を
担
当
し
て
い
る
。

 
http://cjcskj.exblog.jp/

　
デ
・
パ
ウ
ラ
会
長
は
、
イ
タ
リ
ア
の
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
通
信
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
こ
の
女
性
は
尊
厳
を
保
っ
て
死
に
た
い
と
考
え
た

の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
」
と
主
張
。「
自
殺
は
悪
い
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
自
殺
は
、
生
命
を
否
定
し
、
世
界
や
自
分
を
取

り
巻
く
人
々
に
対
す
る
私
た
ち
の
使
命
に
関
し
て
す
べ
て
を
否
定
す
る
行
為
だ
か
ら
だ
」
と
述
べ
た
。

 
http://blog.livedoor.jp/zzcj/archives/51877250.htm

l

　
こ
の
様
に
、
バ
チ
カ
ン
は
彼
女
の
行
為
を
自
殺
で
あ
る
と
断
じ
、「
自
殺
は
神
の
与
え
た
命
を
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
罪
で
あ
る
」
と
、

メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
を
批
判
し
て
い
ま
す
。
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こ
の
様
に
今
回
の
問
題
で
は
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
が
安
楽
死
を
「
積
極
的
に
」
行
っ
た
事
が
大
き
な
問
題
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
仏
教
で
は
ど
う
考
え
る
か
》

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
原
始
仏
典
、
大
乗
仏
典
を
さ
か
の
ぼ
り
、
自
殺
に
関
連
す
る
仏
典
の
記
述

を
数
百
か
所
に
わ
た
り
調
査
し
た
結
果
、『
釈
尊
は
自
殺
に
つ
い
て
価
値
判
断
し
て
い
な
い
。
仏
典
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま
で
「
生

き
て
い
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
一
方
、
自
殺
そ
の
も
の
に
つ
て
は
、
良
い
と
も
悪
い
と
も
語
っ
て
い
な
い
。 

釈
尊
の
時
代
に
は
、

正
面
か
ら
自
殺
の
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
た
。
是
非
論
で
は
な
く
、
当
事
者
の
苦
し
み
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
テ
ー
マ
と
さ
れ

て
い
た
。』（http://w

w
w
.ab.auone-net.jp/̃kenri/report3.htm

l

）
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
例
と
し
て
、「
病
あ
つ
き
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
（
相
応
部
二
二
・
八
七
）」
の
記
述
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

長
者
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
は
、
陶
器
づ
く
り
の
者
の
家
で
、
病
に
ふ
し
、
困
苦
し
、
重
病
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

「
師
よ
、
わ
た
し
に
は
し
ん
ぼ
う
が
で
き
ま
せ
ん
。
元
気
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
強
い
痛
み
が
増
し
て
、
薄
ら
ぎ
は
し
ま
せ
ん
」（
中

略
）

「
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
よ
、
で
は
お
ま
え
、
ま
さ
か
自
ら
戒
律
に
対
し
て
責
め
を
負
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
ね
」　「
師
よ
、
私
は
自

ら
戒
律
に
対
し
て
責
め
を
負
う
よ
う
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」（
中
略
）

「
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
よ
、
も
の
は
、
永
遠
に
不
変
の
も
の
な
の
か
、
無
常
な
の
か
、
お
ま
え
は
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
」　「
師
よ
、

無
常
で
す
」

「
感
受
、
想
念
、
因
果
的
存
在
、
心
は
永
遠
に
不
変
な
の
か
、
そ
れ
と
も
無
常
な
の
か
」「
師
よ
、（
そ
れ
ら
は
す
べ
て
）
無
常
な
も

の
で
す
」（
中
略
）
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そ
こ
で
、
世
尊
は
長
老
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
に
こ
の
教
訓
を
与
え
終
わ
っ
て
席
を
お
立
ち
に
な
り
、
ギ
ッ
ジ
ャ
ク
ー
タ
山
に
向
っ
て
行
か
れ

た
。（
中
略
）

お
そ
ば
に
立
っ
た
ひ
と
り
の
鬼
神
は
、
世
尊
に
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
。

「
師
よ
、
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
比
丘
は
解
脱
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

さ
て
世
尊
は
そ
の
夜
が
過
ぎ
て
の
ち
、
比
丘
た
ち
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

「
比
丘
た
ち
よ
、
あ
な
た
が
た
は
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
比
丘
の
と
こ
ろ
へ
い
き
な
さ
い
。
行
っ
て
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
比
丘
に
次
の
よ
う
に
伝
え
な

さ
い
。『（
中
略
）
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
よ
、
お
そ
れ
る
な
。
お
ま
え
の
死
は
罪
に
汚
れ
て
は
い
な
い
。
罪
な
く
し
て
臨
終
を
終
え
る
で
あ
ろ

う
』
と
」（
中
略
）

長
者
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
は
、
こ
の
比
丘
た
ち
が
出
て
ゆ
く
や
否
や
刀
を
取
り
出
し
た
。（
中
略
）

世
尊
は
遠
く
か
ら
、
長
者
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
が
寝
台
の
上
に
身
体
を
ふ
せ
て
横
た
わ
っ
て
い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
た
。（
中
略
）

「
比
丘
た
ち
よ
。
善
男
子
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
は
、
そ
の
魂
が
ど
こ
か
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
完
全
な
涅
槃
に
入
っ
た
の
で
あ
る
」

 

バ
ラ
モ
ン
教
典
・
原
始
仏
典

　
中
央
公
論
社

　
こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
は
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
尊
者
が
病
苦
を
理
由
に
自
殺
す
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
も
、
事
前
に
彼
の
修
行
の
成
果
を
確
認
し

て
い
た
た
め
、
自
殺
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
尊
者
に
対
し
て
「
お
ま
え
の
死
は
罪
に
汚
れ
て
は
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
の
自
殺
の
記
述
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
て
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
は
、
熱
心
に
精
励
し
、
修
行
に
つ
と
め
て
い
た
が
、
精
神
統
一
に
も
と
づ
く
心
の
解
脱
に
達
し
た
。
と
こ
ろ

が
つ
い
で
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
は
、
そ
の
、
精
神
統
一
に
も
と
づ
く
心
の
解
脱
か
ら
退
い
た
。（
中
略
）
七
た
び
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
は
、

熱
心
に
精
励
し
、
修
行
に
つ
と
め
て
い
た
が
、
精
神
統
一
に
も
と
づ
く
心
の
解
脱
に
達
し
た
。
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そ
こ
で
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
は
こ
の
よ
う
に
思
っ
た
、
│
「
私
は
六
度
ま
で
も
、
精
神
統
一
に
も
と
づ
く
心
の
解
脱
か
ら
退
い
た
の
だ

か
ら
、
も
は
や
刀
を
手
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」
と
。

そ
こ
で
悪
魔
・
悪
し
き
者
は
、
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
が
心
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
尊
師
に
近
づ
い
た
。
近
づ
い
て
か
ら
、

尊
師
に
次
の
詩
を
以
て
語
り
か
け
た
、
│

「（
中
略
）
貴
方
の
弟
子
は
い
ま
死
を
望
み
、
死
を
思
う
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
と
ど
め
た
ま
え
。（
中
略
）
教
え
を
喜
ぶ
貴
方
の
弟
子

が
、
ま
だ
心
に
さ
と
り
を
得
な
い
で
、
ま
だ
修
め
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
死
を
遂
げ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
世
に
名
高
き
方
よ
」
と
。

そ
の
と
き
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
は
、
刀
を
手
に
し
た
。（
中
略
）

そ
こ
で
尊
師
は
、「
悪
魔
・
悪
し
き
も
の
が
い
る
の
だ
」
と
知
っ
て
、
悪
魔
・
悪
し
き
者
に
向
っ
て
詩
を
以
て
語
り
か
け
た
。
―

「
思
慮
あ
る
人
々
は
、
実
に
こ
の
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
生
命
を[

延
ば
す
こ
と
を]

期
待
し
て
い
な
い
。
妄
執
を
根
こ
そ
ぎ
に
え

ぐ
り
出
し
て
、
ゴ
ー
デ
ィ
カ
は
安
ら
ぎ
に
帰
し
た
の
で
あ
る
」
と
。（
中
略
）

﹇
尊
師
い
わ
く
、
│
﹈「
か
れ
は
思
慮
深
く
、
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
、
つ
ね
に
瞑
想
し
、
瞑
想
を
楽
し
ん
で
い
た
。
昼
夜
、
道
に
し

た
が
っ
て
務
め
、
生
き
る
こ
と
を
求
め
な
か
っ
た
。
死
魔
の
軍
勢
に
打
ち
勝
ち
、
再
び
迷
い
の
生
存
に
も
ど
る
こ
と
な
く
、
妄
執
を
、

根
こ
そ
ぎ
に
え
ぐ
り
出
し
て
、
ゴ
ー
デ
ィ
カ
は
完
全
に
消
え
失
せ
た
」

 
ブ
ッ
ダ
悪
魔
と
の
対
話

　
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
Ⅱ

　
中
村
元
訳

　
こ
の
よ
う
に
、
悪
魔
が
釈
尊
に
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
の
自
殺
を
止
め
る
よ
う
に
語
り
か
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
が
修
行
を
積
み
、
悟
り

の
境
地
に
あ
る
事
を
述
べ
て
、
自
殺
を
止
め
て
い
ま
せ
ん
。

　
釈
尊
の
涅
槃
に
つ
い
て
書
か
れ
た
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
も
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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13 ブリタニー・メイナードさんの死に際して（蓮見）

　
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
わ
た
し
は
い
ま
今
日
、
チ
ャ
ー
パ
ー
ラ
霊
樹
の
も
と
に
あ
っ
て
お
前
に
言
っ
た
、『
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
（
中
略
）

い
か
な
る
人
で
あ
ろ
う
と
も
、
四
つ
の
不
思
議
な
霊
力
（
四
神
足
）
を
修
し
、（
中
略
）
み
ご
と
に
な
し
と
げ
た
人
は
、
も
し
も
望

む
な
ら
ば
、
寿
命
の
あ
る
限
り
こ
の
世
に
留
ま
る
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
長
い
あ
い
だ
で
も
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
』
と
。

　
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
修
行
完
成
者
が
こ
の
よ
う
に
あ
ら
わ
に
ほ
の
め
か
さ
れ
、
あ
ら
わ
に
明
示
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
お
前
は
洞
察
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
て
『
尊
師
は
ど
う
か
寿
命
の
あ
る
限
り
こ
の
世
に
留
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。（
中
略
）』
と
い
っ
て
修
行
完
成
者

（
＝
ブ
ッ
ダ
）
に
懇
請
し
な
か
っ
た
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
も
し
も
お
前
が
修
行
完
成
者
に
懇
請
し
た
な
ら
ば
、
修
行
完
成
者
は
お
前

の
二
度
に
わ
た
る
（
懇
請
の
）
こ
と
ば
を
退
け
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
三
度
ま
で
行
っ
た
な
ら
ば
そ
れ
を
承
認
し
た
で
あ
ろ

う
。 

ブ
ッ
タ
最
後
の
旅

　
中
村
元
訳

　
こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
は
、
寿
命
を
延
ば
そ
う
と
思
え
ば
伸
ば
せ
た
の
に
（
＝
延
命
措
置
が
可
能
な
の
に
）
そ
れ
を
行
わ
ず
、
消
極
的
な

自
殺
と
も
い
え
る
行
為
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
消
極
的
な
安
楽
死
（
＝
尊
厳
死
）
を
釈
尊
自
ら
が
行
っ
た
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
以
上
よ
り
、
積
極
的
か
消
極
的
か
を
問
わ
ず
、
仏
教
で
は
自
殺
を
禁
じ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
故
に
、
仏
教
で
は
安
楽
死
や
尊

厳
死
を
禁
止
し
て
い
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
自
殺
を
勧
め
て
い
る
訳
で
は
な
い
事
も
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
尊
者
や
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
の

例
で
は
、
自
殺
を
肯
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
自
殺
を
否
定
せ
ず
に
生
前
の
行
為
を
評
価
す
る
と
い
う
立
場
を
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
場
合
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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前
述
の
よ
う
に
、
安
楽
死
と
い
う
行
為
自
体
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
肯
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
生
前
の
行
為
や
安
楽
死
を
選
択
し
た
動
機
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
で
は
、
病
気
に
な
る
前
の
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
、
ど
う
い
う
方
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
女
は
、
活
動
的
な
旅
行
家
で
あ
り
、
キ
リ

マ
ン
ジ
ェ
ロ
に
も
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
冒
険
者
で
し
た
。
発
病
後
も
、
バ
ケ
ツ
リ
ス
ト
（
死
ぬ
ま
で
に
や
っ
て
お
き
た
い
事
の
リ
ス
ト
）

に
は
、「
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
に
旅
行
す
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
最
期
の
項
目
に
至
る
ま
で
、
全
て
を
成
し
遂
げ
て
い
る
こ
と

は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

http://w
w
w
.huffi  ngtonpost.jp/2014/11/03/brittany-m

aynard-death-w
ith-dignity-advocate-dies-at-29_n_6091954.htm

l

　
ま
た
、
動
画
で
の
彼
女
の
発
言
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
故
郷
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ベ
イ
エ
リ
ア
の
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
で
死
ぬ
こ
と
を
考
え
ま
し
た
」。
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
Ｃ
Ｎ
Ｎ
に
寄
稿

し
た
記
事
で
そ
う
述
べ
た
。「
で
す
が
、
苦
痛
を
緩
和
さ
せ
る
治
療
で
あ
っ
て
も
、
モ
ル
ヒ
ネ
が
効
か
な
い
痛
み
が
伴
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
し
、
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
格
に
変
化
し
、
言
語
・
認
知
・
運
動
機
能
障
害
に
苦
し
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」。

「
薬
は
何
週
間
も
前
に
処
方
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
殺
願
望
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
れ
ば
、
ず
っ
と
前
に
そ
の
薬
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

わ
た
し
は
死
に
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」。
メ
イ
ナ
ー
ド
は
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
記
事
に
そ
う
述
べ
て
い
る
。「
で
す
が
、
わ
た
し
は
も
う
す
ぐ
死
に

ま
す
。
だ
と
し
た
ら
、
自
分
の
思
う
通
り
に
死
に
た
い
の
で
す
」。

上
に
掲
載
さ
れ
た
動
画
で
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
、
苦
し
む
必
要
が
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
安

心
感
を
伝
え
て
い
る
。
苦
し
む
代
わ
り
に
、
ベ
ッ
ド
の
中
で
大
好
き
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
親
し
い
友
人
や
家
族
に
囲
ま
れ
て
旅

立
つ
選
択
肢
が
彼
女
に
は
あ
る
。

「
こ
の
美
し
い
地
球
で
過
ご
せ
る
時
間
が
、
あ
と
ど
れ
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
間
は
で
き
る
だ
け
外

に
出
て
、
大
事
な
人
々
に
囲
ま
れ
な
が
ら
楽
し
み
た
い
の
で
す
。
安
ら
か
に
死
を
迎
え
る
こ
と
が
、
わ
た
し
の
望
み
で
す
」
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http://w

w
w
.huffi  ngtonpost.jp/2014/10/15/a-29-year-old-w

om
an-plans-to-die-nov-1_n_5987492.htm

l

「
自
分
は
死
に
た
く
て
自
殺
を
す
る
人
と
違
う
、
自
分
は
死
に
た
く
な
い
、
ガ
ン
に
殺
さ
れ
る
の
だ
」

 
http://w

w
w
.fsight.jp/30098

　
以
上
よ
り
、
次
の
よ
う
な
事
が
解
り
ま
す
。

①
　
病
に
よ
る
肉
体
的
、
精
神
的
苦
痛
か
ら
逃
れ
る
為
に
安
楽
死
を
す
る
。

②
　
自
分
が
自
分
で
無
く
な
る
前
に
死
に
た
い
。

③
　
自
分
の
死
は
、
自
分
で
決
定
し
た
い
。

④
　
長
く
生
き
る
事
よ
り
、
生
活
の
質
を
優
先
し
た
い
。

⑤
　
已
む
に
已
ま
れ
ず
、
安
楽
死
を
選
択
し
た
。

　
①
の
「
病
に
よ
る
苦
痛
」
を
理
由
と
し
た
安
楽
死
は
、
ゴ
ー
デ
ィ
カ
尊
者
の
場
合
と
同
じ
で
あ
り
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
。

　
②
の
、
自
分
が
自
分
で
無
く
な
る
と
言
う
恐
怖
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
そ
も
そ
も
「
人
格
」
な
ど
と
言
う
も

の
は
、
不
変
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く
と
も
仏
教
で
は
、「
否
」
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。
人
格
の
変
化
は
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん

の
よ
う
な
病
だ
け
で
な
く
、
老
い
に
よ
っ
て
も
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
極
論
す
れ
ば
、
た
だ
生
き
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
人
格
は
常

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
病
に
よ
り
変
化
し
た
自
己
も
ま
た
、
自
分
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
「
我
」
と

言
う
も
の
は
幻
想
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
の
が
仏
教
の
教
え
で
し
ょ
う
。
故
に
、
仏
教
と
し
て
の
立
場
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
病
に
よ
る
人
格

の
変
化
を
理
由
に
死
ぬ
の
は
、
錯
誤
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
③
の
、
死
の
自
己
決
定
権
に
つ
い
て
も
同
様
、
そ
も
そ
も
我
が
も
の
な
ら
ざ
る
「
我
」
な
ど
と
言
う
も
の
を
、
思
う
が
ま
ま
に
し
よ
う
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考
え
る
こ
と
は
錯
誤
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
④
に
つ
い
て
は
、
悟
り
か
ら
の
退
転
を
恐
れ
て
自
殺
し
た
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
尊
者
と
も
類
似
し
て
お
り
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
⑤
に
つ
い
て
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
場
合
に
は
、
他
に
苦
痛
か
ら
逃
れ
る
方
法
が
な
く
、
已
む
に
已
ま
れ
ぬ
選
択
肢
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
考
の
余
地
は
あ
り
ま
す
。
安
楽
死
を
望
む
人
の
中
に
は
、
真
の
願
い
は
、
自
分
の
苦
し
さ
や
孤
独
な
状
況
へ

の
理
解
、
共
感
、
慰
め
な
ど
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
極
端
な
表
現
と
し
て
「
死
に
た
い
、
殺
し
て
く
れ
」
と
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
已
む
に
已
ま
れ
ず
に
選
ん
だ
選
択
肢
だ
っ
た
の
か
、
本
当
の
願
い
は
別
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
慎
重
に
判
断
す
る
べ
き
問
題

点
で
し
ょ
う
。

《
も
し
自
分
が
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
立
場
だ
っ
た
ら
》

　
彼
女
の
よ
う
な
脳
腫
瘍
に
よ
る
苦
痛
が
い
か
ば
か
り
か
は
、
他
人
で
あ
る
私
に
は
伺
い
知
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
も
し
自
分
が
彼
女
の
立
場
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
釈
尊
の
遷
化
の
有
様
を
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
尊
師
が
鍛
冶
工
チ
ュ
ン
ダ
の
食
物
を
食
べ
ら
れ
た
と
き
、
激
し
い
病
が
起
り
、
赤
い
血
が
迸
り
出
る
、
死
に
至
ら
ん
と
す
る

激
し
い
苦
痛
が
生
じ
た
。
尊
師
は
実
に
正
し
く
念
い
、
よ
く
気
を
お
ち
つ
け
て
、
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
苦
痛
を
耐
え
忍
ん

で
い
た
。 

ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅

　
中
村
元
訳

　
釈
尊
で
す
ら
、
死
に
至
る
肉
体
の
苦
痛
を
感
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
正

し
く
念
う
事
で
、
そ
れ
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
出
来
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
出
家
者
で
な
い

者
に
も
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
を
強
要
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
私
が
、
仏
教
の
出
家
者
と
し
て
同
じ
状
況
に
あ
っ
た
な
ら

ば
、
釈
尊
の
如
く
、
過
度
の
延
命
措
置
を
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
積
極
的
に
安
楽
死
を
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
苦
痛
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
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け
止
め
、
落
ち
着
い
て
耐
え
忍
び
た
い
と
い
う
個
人
的
な
願
望
で
す
。
実
際
に
は
と
て
も
出
来
な
い
で
し
ょ
う
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は

そ
れ
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
も
の
で
す
。

《
仏
教
の
立
場
で
評
価
す
る
事
が
僧
侶
の
役
目
か
？
》

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
仏
教
の
立
場
に
立
っ
て
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
行
為
を
評
価
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
果
た
し
て
、
そ
れ
が
我
々
僧

侶
の
す
る
べ
き
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
も
し
、
檀
信
徒
が
安
楽
死
を
し
た
い
と
相
談
し
て
き
た
と
き
、
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
母
親
は
、
バ
チ
カ
ン
の
非
難
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
そ
う
で
す
。

　
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
母
、
デ
ビ
ー
・
ジ
ー
グ
ラ
ー
さ
ん
は
娘
の
死
を
悼
ん
で
い
る
最
中
に
出
た
こ
の
よ
う
な
批
判
は
「
頬
を
平
手

打
ち
さ
れ
る
以
上
」
の
衝
撃
だ
っ
た
と
し
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
選
択
は
「
彼
女
自
身
や
彼
女
の
病
状
を
知
ら
な
い
、
大
陸
を
隔
て

た
見
知
ら
ぬ
者
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
と
し
た
。

 
http://w

w
w
.sankei.com

/w
orld/new

s/141119/w
or1411190030-n1.htm

l

　
彼
女
の
母
親
が
言
っ
た
よ
う
に
、
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
訳
で
も
な
い
他
人
で
あ
る
私
が
、
仏
教
の
教
義
を
振
り
か
ざ
し
て
彼
女
の
行
為

を
批
評
す
る
こ
と
が
僧
侶
の
す
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
、
本
人
、
家
族
、
関
係
者
な
ど
の
心
の
ケ
ア
を

す
る
こ
と
が
宗
教
者
、
殊
に
大
乗
の
僧
侶
の
役
割
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
し
た
よ
う
な
議
論
は
さ
て

お
き
、
安
楽
死
を
し
よ
う
と
す
る
人
が
ど
の
よ
う
な
事
情
で
、
ど
の
よ
う
な
動
機
を
持
ち
、
ど
う
し
た
い
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
周
囲
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
な
ど
、
本
人
と
共
に
し
っ
か
り
と
考
え
て
個
々
の
事
情
に
応
じ
て
最
善
の
道
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
道
で
あ
っ
て
も
、
本
人
、
家
族
、
関
係
者
な
ど
が
安
心
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
我
々
の
す
べ
き
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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そ
し
て
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
既
に
、
昭
和
六
十
一
年
発
行
の
「
現
代
宗
教
研
究 

第
二
〇
号
」
の
中
で
「
安
楽
死
問
題
と
日
蓮
宗
教

化
」
と
い
う
題
で
古
河
良
晧
師
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
示
唆
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
楽
死
と
日
蓮
宗
教
化
を
考
え
る
こ
と
は
、
日
蓮
教
学
に
も
と
づ
い
た
死
生
観
の
上
か
ら
、
こ
の
問
題
を
見
つ
め
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、「
先
ず
臨
終
の
事
を
習
う
て
、
後
に
他
事
を
習
う
べ
し
」
と
い
う
祖
意
に
従
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
具
体

的
に
言
え
ば
、
我
々
日
蓮
宗
教
師
は
安
楽
死
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
患
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
安
楽
死
で
問
題
と
な

る
心
身
の
苦
痛
、
と
り
わ
け
心
の
苦
痛
に
対
し
ど
の
よ
う
に
信
仰
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
け
る
の
か
、
教
化
の
現
場
に
お
い
て
、

法
華
経
信
仰
に
導
か
れ
た
生
き
方
、
死
に
方
を
ど
う
説
い
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
安
ら
か
な
死
の
受
容
と
い
う

上
か
ら
、
臨
終
正
念
、
霊
山
往
詣
の
教
え
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
語
り
説
い
て
い
く
か
、
法
華
経
に
説
か
れ
る
久
遠
の
生
命
を
ど
う
認

識
さ
せ
う
る
の
か
、
こ
う
し
た
点
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

《
日
本
で
、
尊
厳
死
・
安
楽
死
を
合
法
化
す
べ
き
か
》

　
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
、
安
楽
死
の
合
法
化
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
で
は
、
日
本
で
も
尊
厳
死
・
安
楽
死
を

合
法
化
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
日
本
尊
厳
死
協
会
が
定
義
す
る
「
尊
厳
死
（
不
治
か
つ
末
期
の
病
態
に
な
っ
た
と
き
、
自
分
の
意
思
で
延
命
措
置
を
中
止
し
、

人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
迎
え
る
死
）」
は
、
海
外
で
は
自
然
死
と
し
て
、
ご
く
普
通
に
認
め
ら
れ
る
権
利
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
で
も
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
が
あ
れ
ば
「
患
者
の
人
権
」
と
し
て
法
律
で
許
容
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
、
尊
厳
死
に
関
す
る
法

律
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
が
、
終
末
期
で
の
延
命
措
置
中
止
を
選
択
す
る
自
己
決
定
権
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
一
つ
で
あ
る
幸

福
追
求
権
（
憲
法
十
三
条
）
に
含
ま
れ
る
と
の
考
え
が
一
般
的
で
す
。
憲
法
を
頂
点
に
尊
厳
死
を
認
め
る
幾
つ
か
の
司
法
判
断
が
で
て
お

り
、
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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問
題
は
、
今
回
の
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
よ
う
な
、
積
極
的
安
楽
死
の
場
合
で
す
。

　
日
本
で
は
法
で
明
示
的
に
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
名
古
屋
安
楽
死
事
件
、
東
海
大
学
病
院
安
楽
死
事
件
な
ど
の
判
例
で
、
下

記
の
六
条
件
な
い
し
四
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
違
法
行
為
と
な
る
と
し
て
い
ま
す
。（
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
を
満
た
せ
ば
積
極
的
安
楽

死
が
許
容
さ
れ
る
）

　
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
の
名
古
屋
高
裁
の
判
例
で
は
、
以
下
の
六
つ
の
条
件
（
違
法
性
阻
却
条
件
）
を
満
た
さ
な
い
場

合
は
違
法
行
為
と
な
る
と
認
定
し
て
い
る
。

一
．
回
復
の
見
込
み
が
な
い
病
気
の
終
末
期
で
死
期
の
直
前
で
あ
る
。

二
．
患
者
の
心
身
に
著
し
い
苦
痛
・
耐
え
が
た
い
苦
痛
が
あ
る
。

三
．
患
者
の
心
身
の
苦
痛
か
ら
の
解
放
が
目
的
で
あ
る
。

四
．
患
者
の
意
識
が
明
瞭
・
意
思
表
示
能
力
が
あ
り
、
自
発
的
意
思
で
安
楽
死
を
要
求
し
て
い
る
。

五
．
医
師
が
行
う
。

六
．
倫
理
的
に
も
妥
当
な
方
法
で
あ
る
。

　
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
の
横
浜
地
裁
の
判
例
で
は
、
下
記
の
四
つ
の
条
件
（
違
法
性
阻
却
条
件
）
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
違

法
行
為
と
な
る
と
認
定
し
て
い
る
。

一
．
患
者
が
耐
え
が
た
い
激
し
い
肉
体
的
苦
痛
に
苦
し
ん
で
い
る
。

二
．
患
者
の
病
気
は
回
復
の
見
込
み
が
な
く
、
死
期
の
直
前
で
あ
る
。

三
．
患
者
の
肉
体
的
苦
痛
を
除
去
・
緩
和
す
る
た
め
に
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
取
り
組
み
、
そ
の
他
の
代
替
手
段
が
な
い
。

四
．
患
者
が
自
発
的
意
思
表
示
に
よ
り
、
寿
命
の
短
縮
、
今
す
ぐ
の
死
を
要
求
し
て
い
る
。

 
http://ja.w

ikipedia.org/w
iki/%

E5%
A
E%
89%
E6%

A
5%
BD
%
E6%

A
D
%
BB
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い
ず
れ
も
、「
不
治
の
病
苦
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
止
め
る
の
は
残
酷
極
ま
り
な
い
。」
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
選
択
肢
を
残
す
と
い
う
意
味
で
、
合
法
化
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
仮
に
非
合
法

に
し
た
と
こ
ろ
で
、
実
行
す
る
人
は
実
行
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
の
実
行
手
段
は
、
本
人
に
と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て
も

悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
も
の
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
な
ら
ば
、
厳
格
に
適
用
基
準
を
決
め
た
上
で
合
法
化
し
、
人
道
的
に
苦

痛
の
少
な
い
死
を
も
た
ら
す
方
が
良
い
と
い
う
考
え
の
よ
う
で
す
。
な
お
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
よ
う
に
、
安
楽
死
が
合
法
化
さ
れ
て
い

る
国
に
渡
航
し
、
安
楽
死
を
し
た
日
本
人
が
、
既
に
存
在
す
る
と
言
う
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
一
度
で
も
自
発
的
安
楽
死
を
法
的
に
合
法
と
認
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
坂
を
滑
り
落
ち
る
よ
う
に
適
用
範
囲
が
広
げ
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
如
何
な
る
条
件
で
あ
っ
て
も
、
自
発
的
安
楽
死
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
場
合
、
動
機
の
一
つ
と
し
て
「
自
分
が
、
何
も
で
き
な
い
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
」
と
い
う
理
由
が

あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
「
人
類
と
言
う
共
同
体
に
貢
献
で
き
な
い
存
在
は
、
死
ん
で
も
構
わ
な
い
存

在
で
あ
る
」
と
い
う
危
険
な
思
想
を
孕
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
し
人
類
共
同
体
に
貢
献
で
き
な
い
者
は
死
ぬ
べ
き
だ
と
い
う
事
に
な

っ
た
な
ら
ば
、
老
人
、
難
病
者
、
障
害
者
な
ど
も
、「
死
ん
で
も
構
わ
な
い
存
在
」
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
こ
そ
、「
国
家

の
足
手
纏
い
と
な
る
無
価
値
の
生
命
」
と
言
う
理
由
で
精
神
病
患
者
な
ど
を
七
万
人
以
上
虐
殺
し
た
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
Ｔ
４
作
戦
の
再
来

と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
あ
る
い
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
「
自
殺
を
し
た
い
け
ど
自
分
で
は
怖
く
て
で
き
な
い
。
だ
か
ら
安
楽
死
を
合
法
化
し
て
欲
し
い
。」
な
ど

と
い
う
趣
旨
の
発
言
も
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
合
法
化
し
た
際
の
未
来
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
に
積
極
的
安
楽
死
を
合
法
化
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
現
状
を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
年
々
安
楽
死
す
る
人
が
増
え
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
に
約
一
九
〇
〇
人
、
二
〇
一
二
年
に
は
約
四
二
〇
〇
人
（
年
間
死
者
数

の
三
％
）
ま
で
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
体
的
に
は
全
く
健
康
で
あ
る
の
に
自
殺
未
遂
を
繰
り
返
す
こ
と
を
理
由
に
安
楽
死
を
認
め
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た
り
、
認
知
症
患
者
の
安
楽
死
や
自
己
の
意
思
表
明
が
明
確
で
な
い
精
神
病
患
者
の
安
楽
死
を
認
め
た
り
し
て
、
徐
々
に
適
応
範
囲
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
「
七
〇
歳
以
上
の
老
人
に
は
自
殺
す
る
権
利
を
」
と
い
う
運
動
ま
で
起
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
私
個
人
の
意
見
と
し
て
は
、
合
法
化
は
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
時
期
尚
早
で

あ
り
、
そ
し
て
合
法
化
す
る
な
ら
ば
、
積
極
的
な
安
楽
死
を
出
来
う
る
限
り
回
避
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
一
緒
に
構
築
す
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

　
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
耐
え
が
た
い
心
身
の
苦
痛
に
悩
み
、
他
に
手
段
が
な
く
、
本
人
が
望
む
の
な
ら
ば
、
積
極
的
安
楽
死
は
許
容

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
現
実
に
安
楽
死
を
実
行
す
る
人
が
現
存
し
て
お
り
、
密
室
で
行
わ
れ
る
よ
り
は
、
合
法
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
透
明
化
す
る
方
が
ま
だ
よ
い
と
言
う
意
見
は
も
っ
と
も
で
す
。
よ
っ
て
、
合
法
化
は
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
安
楽
死
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
ら
個
人
個
人
で
異
な
っ
て
い
る
よ
う
な
現
状
で
は
、
適
応
範
囲
の
拡
大
に

よ
る
乱
用
が
必
ず
や
起
き
る
と
考
え
ら
れ
、
時
期
尚
早
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
安
楽
死
を
し
た
い
」
と
口
に
出
す
人
の
願
い
を
安
易

に
叶
え
る
の
で
は
な
く
、
真
の
願
い
は
別
な
の
で
は
無
い
か
、
安
楽
死
以
外
の
解
決
法
が
本
当
に
な
い
の
か
を
、
十
分
に
検
討
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
殊
に
日
本
の
よ
う
に
、
家
族
に
介
護
の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
現
状
で
は
、「
家
族
の
負
担
に
な
り
た
く
な
い
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
安
楽
死
を
口
に
出
す
可
能
性
は
非
常
に
高
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
前
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
最
善

の
道
を
探
り
、
も
し
積
極
的
安
楽
死
以
外
の
選
択
肢
が
な
い
状
況
に
な
っ
た
時
に
は
、
本
人
、
家
族
、
関
係
者
が
、
最
終
的
に
安
心
で
き

る
よ
う
な
心
の
ケ
ア
を
す
る
の
が
我
々
僧
侶
の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

《
ま
と
め
》

　
今
回
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
問
題
に
対
し
て
、「
私
た
ち
仏
教
徒
は
ど
う
考
え
、
ど
う
対
処
し
た
ら
い
い
の
か
、
ま
た
日
本
で
も
尊
厳
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死
を
合
法
化
す
べ
き
な
の
か
」
と
い
う
問
題
提
起
を
し
ま
し
た
。

　
安
楽
死
や
尊
厳
死
に
つ
い
て
、
仏
教
で
は
そ
れ
ら
を
禁
止
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
勧
め
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
そ
こ
に
至
る
過
程
は
評
価
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
よ
っ
て
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
が
安
楽
死
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
自

体
に
批
判
は
し
ま
せ
ん
が
、
そ
の
動
機
の
い
く
つ
か
に
、
疑
義
を
呈
す
る
余
地
は
有
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
安
楽
死
に
対
し
て
我
々
僧
侶
が
す
べ
き
こ
と
は
批
評
で
は
な
く
、
安
楽
死
を
し
よ
う
と
す
る
人
と
共
に
し
っ
か
り
と
考
え
て

個
々
の
事
情
に
応
じ
て
最
善
の
道
を
模
索
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
道
で
あ
っ
て
も
、
本
人
、
家
族
、
関
係
者
な
ど
が
安
心
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
我
々
の
す
べ
き
こ
と
だ
と
、
私
は
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
積
極
的
安
楽
死
の
合
法
化
は
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、
そ
し
て
合
法
化
す
る
な
ら
ば
、

積
極
的
な
安
楽
死
を
出
来
う
る
限
り
回
避
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
一
緒
に
構
築
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

《
今
後
の
課
題
》

　
最
初
に
論
点
を
絞
っ
た
よ
う
に
、
尊
厳
死
・
安
楽
死
の
問
題
に
は
様
々
な
状
況
が
考
え
ら
れ
、
本
発
表
で
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
問
題

の
方
が
多
い
く
ら
い
で
す
。

　
例
え
ば
、
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
場
合
は
、
自
分
の
意
志
を
明
示
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
も
し
何
ら
か
の
事
情
で
生
前
の
意
思
が
分

か
ら
な
い
場
合
、
一
体
誰
が
そ
の
意
志
を
推
測
し
、
決
定
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
、
自
分
で
致
死
量
の
鎮
痛
剤
を
飲
み
ま
し
た
。
で
す
が
、
自
分
で
は
自
殺
出
来
な
い
状
況
で
、
安
楽
死
を
望

む
場
合
、
そ
れ
を
補
助
や
代
行
す
る
人
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
自
殺
の
幇
助
や
殺
人
に
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
今
回
は
家
族
の
同
意
を
得
た
状
態
で
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
残
さ
れ
る
家
族
の
意
志
と
、
本
人
の
意
思
が
異
な
る
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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あ
る
い
は
、
今
回
は
身
体
的
な
苦
痛
を
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
生
き
る
意
味
を
喪
っ
た
な
ど
の
実
存
的
苦
痛
を
理
由
に
安

楽
死
を
望
む
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ず
れ
も
簡
単
に
は
結
論
が
出
な
い
問
題
ば
か
り
で
す
が
、
も
し
今
後
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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